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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

(注)平成26年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、
「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 39,771 7.2 1,094 △11.3 1,051 △8.2 553 △25.2
27年3月期第2四半期 37,096 2.9 1,233 13.0 1,145 △6.5 738 △6.2

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 515百万円 （△17.9％） 27年3月期第2四半期 628百万円 （△59.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 59.80 59.27
27年3月期第2四半期 80.45 79.70

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 60,806 18,553 27.8 1,819.86
27年3月期 60,695 18,409 27.6 1,812.83
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 16,875百万円 27年3月期 16,764百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 43.33 43.33
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 43.33 43.33

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
連結業績予想の「１株当たり当期純利益」につきましては、当第２四半期連結会計期間における新株予約権の行使による発行済株式数の増加を加味して算定
しております。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 82,000 2.8 3,500 7.9 3,500 6.6 2,100 △12.4 226.77



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注)平成26年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定
して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期監査手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半
期連結財務諸表に対する監査手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報に基づいており、リスクや不確実性を含んでおります。実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 9,273,600 株 27年3月期 9,248,100 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 624 株 27年3月期 624 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 9,247,615 株 27年3月期2Q 9,185,412 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、中国・タイ子会社の新工場稼動及び米国子会社の新規取引拡大等により

39,771百万円（前年同期比7.2％増）となりました。営業利益は、アジアでの収益改善があったものの、英国子会

社の新車立上げ費用影響等により1,094百万円（同11.3％減）となりました。また、経常利益は1,051百万円（同

8.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等540百万円等を計上し、553百万円（同25.2％減）と

なりました。

 なお、平成27年５月14日に発表した連結業績予想の第２四半期（累計）の数値は売上高38,000百万円、営業利益

1,000百万円、経常利益1,000百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益500百万円でした。

 

 セグメントの業績は、以下の通りであります。 

 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前

年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

（日本） 

 売上高（セグメント間売上高を含まない）は、自動車整備・車検機器類の売上減があったものの新規取引先への

自動車外装部品納入拡大等により29,063百万円（前年同期比0.5％増）となりました。セグメント利益は、次世代

高付加価値商品への先行開発費用増等により912百万円（同6.2％減）となりました。

（アジア） 

 売上高（セグメント間売上高を含まない）は、中国・タイ子会社の新工場稼動等により5,266百万円（前年同期

比44.0％増）となりました。セグメント利益は、新工場稼動に伴い41百万円（同25.6％増）となりました。

（北米他） 

 売上高（セグメント間売上高を含まない）は、米国子会社のルーフレール新規参入等により5,441百万円（前年

同期比20.4％増）となりました。セグメント利益は、英国子会社の売上高減および新車立上げ費用増等により135

百万円（同27.3％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ111百万円増加し、60,806百万円と

なりました。

 負債は、前連結会計年度末と比べ31百万円減少し、42,253百万円となりました。

 純資産は、前連結会計年度末と比べ143百万円増加し、18,553百万円となりました。これは主に、利益剰余金

が152百万円増加したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比べ0.2ポイント増加し、27.8％となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は5,321百万円とな

り、前連結会計年度末比で1,212百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動により得られた資金は、3,027百万円（前年同期は566百万円の支出）となりました。主な資金の増加

は、税金等調整前四半期純利益1,099百万円、減価償却費1,660百万円、売上債権の減少額1,998百万円でありま

す。主な資金の減少は、たな卸資産の増加額855百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動により使用した資金は、659百万円（前年同期比929百万円減）となりました。主な内訳は、有形及び

無形固定資産の取得による支出1,638百万円、有形及び無形固定資産の売却による収入711百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動により使用した資金は、1,212百万円（前年同期は2,414百万円の収入）となりました。主な内訳は、

長期借入れによる収入4,091百万円、短期借入金の純減少額2,638百万円、長期借入金の返済による支出1,478百

万円、ファイナンス・リース債務の返済による支出814百万円であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想については、平成27年５月14日の「平成27年３月期 決算短信」で公表致しました通期の連結業績

予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,110 5,322 

受取手形及び売掛金 18,546 16,747 

商品及び製品 3,812 4,203 

仕掛品 615 793 

原材料及び貯蔵品 2,453 2,681 

繰延税金資産 390 376 

その他 2,037 2,225 

貸倒引当金 △15 △14 

流動資産合計 31,950 32,337 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,758 6,611 

機械装置及び運搬具（純額） 6,518 5,975 

工具、器具及び備品（純額） 842 857 

土地 7,267 7,269 

リース資産（純額） 1,640 1,806 

建設仮勘定 1,097 1,675 

有形固定資産合計 24,124 24,195 

無形固定資産 1,364 1,268 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,327 908 

繰延税金資産 1,767 1,961 

その他 1,233 1,207 

貸倒引当金 △1,072 △1,072 

投資その他の資産合計 3,256 3,005 

固定資産合計 28,744 28,469 

資産合計 60,695 60,806 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,781 11,308 

電子記録債務 2,443 3,136 

短期借入金 4,832 2,215 

1年内返済予定の長期借入金 2,660 2,967 

リース債務 1,122 951 

未払法人税等 320 439 

賞与引当金 668 711 

その他 3,967 3,693 

流動負債合計 27,798 25,424 

固定負債    

長期借入金 4,128 6,449 

リース債務 509 573 

退職給付に係る負債 8,286 8,262 

持分法適用に伴う負債 181 155 

再評価に係る繰延税金負債 1,060 1,060 

その他 319 326 

固定負債合計 14,486 16,828 

負債合計 42,285 42,253 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,218 2,232 

資本剰余金 535 550 

利益剰余金 10,250 10,402 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 13,003 13,184 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 602 398 

繰延ヘッジ損益 △3 △4 

土地再評価差額金 1,883 1,883 

為替換算調整勘定 2,530 2,771 

退職給付に係る調整累計額 △1,251 △1,358 

その他の包括利益累計額合計 3,760 3,690 

非支配株主持分 1,645 1,678 

純資産合計 18,409 18,553 

負債純資産合計 60,695 60,806 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 37,096 39,771 

売上原価 31,145 33,529 

売上総利益 5,951 6,241 

販売費及び一般管理費 4,717 5,147 

営業利益 1,233 1,094 

営業外収益    

受取利息 6 6 

受取配当金 31 33 

不動産賃貸料 17 24 

持分法による投資利益 10 25 

その他 35 51 

営業外収益合計 100 140 

営業外費用    

支払利息 122 129 

為替差損 24 24 

その他 42 29 

営業外費用合計 189 183 

経常利益 1,145 1,051 

特別利益    

受取保険金 143 - 

投資有価証券売却益 - 121 

補助金収入 39 - 

特別利益合計 183 121 

特別損失    

固定資産除却損 18 8 

事業撤退損 117 - 

特別割増退職金 34 - 

環境対策費 - 64 

特別損失合計 170 73 

税金等調整前四半期純利益 1,157 1,099 

法人税等 452 540 

四半期純利益 705 559 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△33 6 

親会社株主に帰属する四半期純利益 738 553 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 705 559 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 172 △203 

繰延ヘッジ損益 3 △0 

為替換算調整勘定 △395 267 

退職給付に係る調整額 142 △107 

その他の包括利益合計 △77 △43 

四半期包括利益 628 515 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 689 483 

非支配株主に係る四半期包括利益 △61 32 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,157 1,099 

減価償却費 1,573 1,660 

のれん償却額 3 4 

賞与引当金の増減額（△は減少） △110 42 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △143 △24 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0 

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 5 - 

受取利息及び受取配当金 △38 △39 

支払利息 122 129 

為替差損益（△は益） 24 24 

投資有価証券売却損益（△は益） - △121 

持分法による投資損益（△は益） △10 △25 

固定資産除却損 18 8 

売上債権の増減額（△は増加） 68 1,998 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,522 △855 

仕入債務の増減額（△は減少） △569 148 

その他 △37 △538 

小計 542 3,512 

利息及び配当金の受取額 38 39 

利息の支払額 △87 △125 

法人税等の支払額 △1,059 △399 

営業活動によるキャッシュ・フロー △566 3,027 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,940 △1,638 

有形及び無形固定資産の売却による収入 735 711 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

投資有価証券の売却による収入 - 240 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出 
△3 - 

貸付金の回収による収入 1 - 

事業譲受による支出 △370 - 

その他 △11 26 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,588 △659 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,925 △2,638 

長期借入れによる収入 2,117 4,091 

長期借入金の返済による支出 △1,059 △1,478 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △619 △814 

ストックオプションの行使による収入 - 28 

非支配株主からの払込みによる収入 449 - 

自己株式の取得による支出 △0 - 

配当金の支払額 △398 △400 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,414 △1,212 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △102 57 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 157 1,212 

現金及び現金同等物の期首残高 2,760 4,108 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 322 - 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,239 5,321 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  日本 アジア 北米他 計 

売上高            

外部顧客への売上高 28,918 3,658 4,520 37,096 - 37,096 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
415 310 0 726 △726 - 

計 29,333 3,969 4,520 37,823 △726 37,096 

セグメント利益 972 32 186 1,191 42 1,233 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  日本 アジア 北米他 計 

売上高            

外部顧客への売上高 29,063 5,266 5,441 39,771 - 39,771 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
563 158 1 723 △723 - 

計 29,626 5,425 5,442 40,495 △723 39,771 

セグメント利益 912 41 135 1,089 5 1,094 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 従来、報告セグメントを「自動車部品事業」、「自動車用品事業」及び「自動車関連機器事業」の３

区分としていましたが、第１四半期連結会計期間より、事業内容及び経営環境に関してより適切な情報

を把握するため、事業区分を見直し、「日本」、「アジア」及び「北米他」に変更しております。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分に基づき作成したものを開示し

ております。
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